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主要成果  

 

 

 

［成果の内容］ 

2006 年および 2007 年に輸入された西オーストラリア産小麦に混入していた雑草種子を

調べたところ、ボウムギ種子は小麦 20kg あたり、両年とも約 4500 個見つかりました。そ

の混入ボウムギ種子に対し、原産地の小麦畑で使用頻度の高い除草剤 4 種類（ジクロホッ

プメチル、セトキシジム、クロロスルフロンおよびグリホサート）を用いて除草剤抵抗性

の有無を確かめる試験を行いました（図１）。その結果、4 種類中、グリホサート以外の 3
種類について、抵抗性個体の混入が確認されました（表１）。抵抗性個体の混入割合は、原

産地の小麦畑での発生頻度を反映したものとなっていました。今回試験した除草剤のうち、

抵抗性個体が見つかった 3 種類の除草剤は我が国の小麦畑では使用されていないか、使用

頻度が低いため、ボウムギの除草剤抵抗性が国内ですぐに問題となる可能性は低いと考え

られます。また我が国で使用されているグリホサートに対するドクムギ属の国内における

抵抗性の発達はこれまで報告されていません。 
今回の調査は、西オーストラリア産の小麦のみを対象としたものでしたが、我が国は年

間約 2000 万トンもの穀物を様々な国から輸入しており、その中には、我が国で多量に使

用されている除草剤に対する抵抗性をもつ雑草種子が混入している可能性も否定できませ

ん。もし、それらが侵入した場合には、農耕地・非農耕地を問わず問題化する可能性があ

るため、侵入の監視と適用除草剤の選択には注意が必要です。 
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西オーストラリアからの輸入小麦に混入していた 

除草剤抵抗性雑草種子 

［要約］ 

西オーストラリア産の輸入小麦に除草剤抵抗性の雑草（ボウムギ）種子が混入している

事を確認しました。混入頻度は原産地での発生頻度を反映した割合でした。輸入穀物の

混入雑草種子から除草剤抵抗性が確認されたのは我が国では初めてです。 

［背景と目的］ 

輸入穀物の中には様々な雑草種子が混入しています。輸出元である海外の穀倉地帯では

除草剤抵抗性雑草が多数発生しており、輸入穀物の中にも除草剤抵抗性を持つ種子が含

まれていることが予想されます。これらが野外に逸出して定着した場合、我が国でも雑

草管理上大きな問題となる可能性があります。そこで、ボウムギ（ドクムギ属）の除草

剤抵抗性が問題となっている西オーストラリアから輸入された小麦を対象として、混入

していたボウムギ種子中に除草剤抵抗性をもつ個体が含まれているのか調査しました。 
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表 1 検出された除草剤抵抗性種子の混入割合 

試験に用いた除草剤 4 種類中 3 種類の除草剤に対し、抵抗性を持つ個体が検出され
ました。なお、西オーストラリアの値は原産地で除草剤抵抗性個体が確認された小
麦畑の割合です (Owen et al. 2007 より)。なお、除草剤濃度は寒天培地中におけ
る各除草剤の濃度です。 

25ºC12 時間/15ºC12 時間

のサイクルで培養

除 草 剤 を 添 加 し た

0.6%寒天培地に播種

  使用除草剤 (各除草剤の濃度は表 1 を参照) 
・ ジクロホップメチル 
・ セトキシジム 
・ クロロスルフロン 
・ グリホサート 

図１ 除草剤抵抗性を確認するための試験法 
除草剤を含む培地では、抵抗性のない個体は根を伸長させることができません。そこで、
混入種子から芽生えた実生のうち、抵抗性のない個体よりも根の伸長量が大きかったも
のを抵抗性個体とし、その割合を算出しました。グラフはジクロホップメチルの場合の
判定例です。 

発芽後３日目に根の

長さを測定

除草剤の区分 除草剤名 除草剤濃度

(μM) 2006 2007

ACCase阻害剤 ジクロホップメチル 0.1 35.0       14.9       68

ACCase阻害剤 セトキシジム 0.1 4.6        6.0        N/A

ALS阻害剤 クロロスルフロン 5 56.2       60.4       88

EPSPS阻害剤 グリホサート 500 0.0 0.0 1
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